
平
成
27
年
市
議
会
か
ら
提
出
し
た

意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
最
終
処
分

場
の
「
事
業
と
し
て
実
証
す
る
」
と
は

ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
と
市
長
は
考

え
る
か
。

　
避
難
計
画
の
「
安
全
性
を
確
保
し
、

短
期
間
で
帰
宅
が
可
能
」
と
あ
る
が
、

昨
年
の
菊
川
市
避
難
計
画
の
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
「
施
設
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
市
民
に
十
分
説
明
す
る
」
と

あ
る
が
、
国
や
市
は
で
き
て
い
る
と
考

え
る
か
。
原
発
の
国
策
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

市
議
会
か
ら
の
意
見
書
の
３
項
目

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
議

会
か
ら
国
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
議
会
の
意
見

書
で
あ
る
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
議

会
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

核
の
ご
み
処
理
が
未
解
決
の
ま
ま

原
発
を
推
進
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
問

題
は
浜
岡
原
子
力
発
電
所
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
全
国
に
あ
る
発
電
所
に
共

通
す
る
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
わ

る
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年
、

人
道
的
・
倫
理
的
に
見
て
市
長
は
何
を

感
じ
る
か
。

国
や
事
業
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

に
お
い
て
対
応
を
図
っ
て
い
く
よ
う
、

働
き
か
け
て
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
市

民
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
し

た
市
民
視
点
に
立
っ
て
提
供
す
る
官
民

共
創
を
考
え
、
行
政
と
企
業
と
市
民
が

共
に
汗
を
流
し
価
値
創
造
す
る
姿
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

菊
川
市
ら
し
い
独
自
の
共
創
ス
タ

イ
ル
と
は
。

本
市
で
は
小
さ
な
事
例
、
経
験
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
共
創

の
第
一
歩
と
考
え
る
。
目
指
す
共
創
は
、

協
働
の
力
を
借
り
な
が
ら
相
乗
効
果
を

上
げ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

行
政
と
民
間
事
業
者
に
よ
る
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
へ
の
取
組
と
は
。

不
動
産
業
者
が
起
業
を
目
指
す
方

に
建
物
を
無
償
で
貸
し
出
し
、
試
験
的

に
営
業
を
始
め
た
事
例
が
あ
る
。
市
が

起
業
者
と
金
融
機
関
、
不
動
産
業
者
な

ど
各
業
種
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い

る
。

行
政
側
・
企
業
側
の
人
材
育
成
や

交
流
に
つ
い
て
。

市
役
所
と
市
内
企
業
の
若
手
に
よ

り
「
菊
川
市
を
有
名
に
す
る
」
を
題
材

に
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
手
法

を
取
り
入
れ
た
研
修
を
実
施
し
、
民
間

事
業
者
と
行
政
の
若
手
の
経
営
感
覚
を

高
め
て
い
る
。

指
定
管
理
者
と
の
「
共
創
」
の
在

り
方
に
つ
い
て
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
共
創
に
お

け
る
民
間
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
共
通
の

目
的
を
持
っ
て
対
話
を
続
け
て
い
く
こ

と
で
、
相
互
の
経
営
資
源
や
ノ
ウ
ハ

ウ
・
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
い
く
。

意
見
書
確
認
と
浜
岡
原
発
を
問
う

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

共
創
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

竹
内　
敏
行
（
み
ど
り
21
）
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